
第１０回記念静岡県市町村対抗駅伝競走大会

斬主な内容

町長・議長年頭のあいさつ勝勝勝２～３惟

住民税の申告・確定申告勝勝勝勝４～５惟

税に関する作品入賞作の紹介勝勝勝勝勝勝６～７惟

第１０回記念静岡県市町村対抗駅伝競争大会勝１０惟

上河津診療所開設勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝１１惟
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自
治
能
力
を
高
め

社
会
福
祉
施
策
の
充
実
強
化
を
外

迎春

３

年頭のご挨拶
あい さつ

交
流
人
口
の
増
加
と

行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平
成

年
の
清
々

２２

し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
町
政
諸
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
こ
に

新
春
を
迎
え
、
河
津
町
の
一
層
の
躍
進
を
期
し
て
ま
い
り

た
い
と
、
心
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

観
光
と
農
業
の
調
和
し
た
地
域
振
興
の
拠
点
施
設
と
し

て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
「
河
津
桜
観
光
交
流
館
」

も
完
成
を
間
近
に
控
え
、
本
年
は
記
念
す
べ
き

回
目
の

２０

「
河
津
桜
ま
つ
り
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
幸
い

に
し
て
、
平
成

年
か
ら

年
間
、
連
続
し
て
１
０
０
万

１１

１１

人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
、
静
岡
県
東
部
地
域
で
も
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

南
伊
豆
地
区
１
市
３
町
の
合
併
協
議
は
破
綻
に
終
わ
り
、

単
独
の
道
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
当
町
に
と
っ
て
、

交
流
人
口
の
増
加
は
、
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
高

速
道
路
休
日
千
円
乗
り
放
題
の
施
策
は
、
高
速
料
金
の
減

額
に
恩
恵
の
少
な
い
伊
豆
地
域
に
と
っ
て
は
、
か
え
っ
て

減
少
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
は
低
迷
が
続
き
、
一
部
の
企
業
を
除
い
て
、

収
益
や
雇
用
の
改
善
は
、
い
ま
だ
に
成
果
が
見
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
政
府
・
日
本
銀
行
と
も
に
デ
フ
レ
状
況

で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
、
物
価
の
下
落
か
ら
始
ま
る

デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

８
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
政
権
が
交
代
し
、
行
政

刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け
な
ど
、
行
政
の
無
駄
を
省
く
試

み
が
始
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て

も
、
税
収
の
伸
び
悩
み
や
交
付
税
の
減
少
な
ど
の
厳
し
い

状
況
の
中
で
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
が
急
務
で
あ
り
ま

す
。
よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
き
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
国
際
情
勢
、
国
内
経
済
と
も
に

激
動
の
年
で
あ
り
、
景
気
も
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
長
い

不
況
が
続
い
て
お
り
、
特
に
地
域
経
済
は
さ
ら
に
悪
化
の

傾
向
を
強
め
て
い
る
感
が
し
ま
す
。

７
月
に
は
「
富
国
有
徳
の
理
想
郷
〝
ふ
じ
の
く
に
〟
を

つ
く
る
」
と
決
意
さ
れ
た
川
勝
静
岡
県
政
が
発
足
。
９
月

に
は
「
地
域
主
権
」
の
確
立
を
掲
げ
た
新
政
権
が
発
足
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け
、

思
い
切
っ
た
地
域
再
生
、
地
方
分
権
を
実
行
さ
れ
る
こ
と

と
大
い
に
期
待
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
補
助

金
制
度
の
見
直
し
や
事
業
仕
分
け
、
ま
た
、
財
源
確
保
の

た
め
の
制
度
見
直
し
や
、
増
税
も
予
測
さ
れ
、
私
た
ち
地

方
に
住
む
住
民
、
特
に
地
方
交
付
税
を
支
え
と
す
る
依
存

財
源
に
た
よ
る
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
先
行
き
の
見
え
な

い
不
透
明
感
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
６
月
に
は
、
南
伊
豆
地
区
１
市
３
町
合
併
協
議
が

河
津
町
長

櫻
井

次

河
津
町
議
会
議
長

相
馬

宏
行

photo/河津浜の日の出

破
綻
し
、
単
独
で
の
行
政
運
営
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
自
立
の
道
を
歩
む
た
め
に
は
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た

こ
と
を
一
つ
一
つ
整
理
し
、
自
治
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。
議
会
と
し
ま
し

て
は
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越

え
る
と
と
も
に
、
町
民
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

に
伝
統
文
化
を
守
り
、
自
然
を
活
か
し
た
地
場
産
業
の
創

出
、
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
河
津
町
の

「
合
計
特
殊
出
生
率
」は
県
内
市
町
の
う
ち
２
位
で
し
た
。

※

さ
ら
に
、
社
会
福
祉
施
策
の
充
実
強
化
を
図
り
、
心
豊
か

な
人
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
自
立
の
道
を
歩
む
礎
と

考
え
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
会
を
代
表
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

※
【
合
計
特
殊
出
生
率
】
（
ベ
イ
ズ
推
定
値
）

地
域
ご
と
に
平
成

年
～

年
の

歳
か
ら

歳
ま
で
の
女
性
の
５
歳
階
級
別

１５

１９

１５

４９

出
生
率
（
年
率
）
の
５
倍
を
合
計
し
て
算
出
し
た
数
値
。
女
性
人
口
の
年
齢
構
成

の
違
い
を
除
い
た
出
生
率
で
、
地
域
比
較
に
用
い
る
。
河
津
町
の
合
計
特
殊
出
生

率
は
、
１
・

で
県
内

市
町
の
う
ち
長
泉
町
に
次
い
で
２
位
で
し
た
。

６６

３７



ま
も
な
く

申
告
の
時
期
で
す

お
忘
れ
な
く
外

平
成

年
１
月
1
日
現
在
、
河
津
町
に
住
ん
で
い
る

２２

人
は
、
住
民
税
の
申
告
ま
た
は
所
得
税
の
確
定
申
告
に

よ
り
平
成

年
中
（
１
月
１
日
～

月

日
）
の
所
得

２１

１２

３１

を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
を
し
な
い
と
、
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
、
所
得
証
明

が
発
行
さ
れ
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
都
合
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

受付時間開 催 日

会 場

９：３０～１２：００

１３：００～１６：００

３月２月
９５２２６２４２２１７
火金火金水月水

○◎河津町役場第２会議室

○◎◎◎○東伊豆町役場

【税務署による確定申告受け付け・相談】

受付時間対 象 地 区会 場月 日

９：３０～１４：００下佐ヶ野・天川・湯ヶ野・小鍋基幹集落センター２月１９日（金）

９：３０～１４：００下佐ヶ野・天川・湯ヶ野・小鍋下佐ヶ野コミュニティー消防防災センター２月２３日（火）

９：００～１１：３０大鍋・梨本・川横・泉奥原奥原公民館
２月２４日（水）

１３：００～１５：３０大鍋・梨本・川横・泉奥原大鍋多目的集会施設

９：３０～１４：００見高入谷・見高浜・長野見高浜公民館２月２５日（木）

９：００～１１：３０縄地縄地公民館
２月２６日（金）

１３：００～１５：３０逆川逆川公民館

９：００～１１：３０筏場・大堰・上佐ヶ野上佐ヶ野公民館
３月１日（月）

１３：００～１５：３０筏場・大堰・上佐ヶ野筏場かっせい会館

９：００～１１：３０梨本・川横・泉奥原梨本コミュニティーセンター
３月８日（月）

１３：００～１５：３０梨本・川横・泉奥原川横婦人・若者等活動促進施設

９：３０～１４：００見高入谷・見高浜・長野見高入谷農村会館３月９日（火）

受付時間全 地 区 対 象会 場月 日

９：３０～１６：００全地区対象役場 第２会議室２月１５日（月）

９：３０～１６：００浜・笹原・田中・沢田役場 第２会議室２月１６日（火）

９：３０～１６：００谷津・下峰・上峰役場 第２会議室２月１７日（水）・２月１８日（木）

９：３０～１６：００全地区対象役場 第１会議室２月２２日（月）

９：３０～１６：００全地区対象役場 第２会議室３月２日（火）・３月３日（水）

９：３０～１６：００全地区対象役場 第１会議室３月４日（木）・３月５日（金）

９：３０～１６：００浜・笹原・田中・沢田役場 第２会議室３月１０日（水）・３月１１日（木）

９：３０～１６：００谷津・下峰・上峰役場 第２会議室３月１２日（金）

９：３０～１６：００全地区対象役場 第２会議室３月１５日（月）

【住民税申告受け付け】

住民税の出張申告受け付けを下記のとおり行います。

対象地区に該当する日に各会場で申告してください。

各地区の対象日に都合の悪い人は下記の日程により、役場で申告してください。

出張申告受付日（上の表）は、原則として、役場で申告を受け付けることはできません。

記入済申告書の提出は受け付けます。

４

受付時間期 間会 場

９：００～１７：００
２月１６日(火）～３月１５日(月）

土・日曜日を除く

ベイステージ下田

(２階)

※ ◎の日には、職員のほか税理士による無料税務相談も行います。

算確定申告（所得税の申告）が必要な人算住民税の申告が必要な人
斬次の項目に該当し、平成２１年分の所得合計額が
扶養控除などの所得控除合計額を超える人

①事業をしている人、地代や家賃収入のある人

②土地や建物を売った人

斬２カ所以上から給与を受けている人
斬給与以外の所得金額が年間２０万円を超える人
斬サラリーマンで給与の年収が２千万円を超える人

産年金所得者も必ず申告してください。

産無所得、被扶養者も申告してください。

産上場株式等の配当等に対する課税の見直しが行われました。

産医療費の領収書、申告資料は集計してお待ちください。

※ 社会保険料控除の資料になる国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険の

納付確認書は、役場窓口税務課②の窓口で受け取ることができます。（無料）

年金所得のみの人は申告により町県民税が減額され、所得税が還付される場合

があります。特に、寡婦や障害者に該当する人は、町県民税が非課税になる場合

があります。忘れずに申告してください。

所得の無い人や、ほかの人の扶養になっている人（被扶養者）でも、申告が必

要です。特に、扶養者と別世帯の被扶養者は、必ず申告してください。

平成２１年１月１日以後に支払いを受た上場株式の配当に係る配当所得につい

ては、総合課税のほかに、申告分離課税を選択できるようになりました。

斬医療費控除に用いる領収書は、受診者・医療機関・薬局ごとに整理・集計して

持参してください。

斬事業所得者（営業・農業など）は、収入・必要経費などを整理・集計して持参

してください。

斬会場に集計用のテーブルや計算機を用意しますので、事前に準備できない人は
会場で整理・集計をお願いします。

斬年々、申告件数が増加しており、短時間に多くの皆さまの申告受付を行うため
に、ご協力をお願いします。

斬平成２２年１月１日現在、河津町に住民登録されている人。
斬家族の扶養になっている、仕事が無かったなどの事由で収入が無かった人も、その旨を申告してください。
※ ただし、次の項目に該当する人は、住民税の申告は必要ありません。

①所得税の確定申告を行っている人、または行う予定の人。

②勤務先で所得税の年末調整を行った人で、年末調整を行った給与以外に所得の無い人。

平成２１年分の所得税・贈与税の確定申告受け付けと相談を下記のとおり行います。

出張

役場で

算問い合わせ 窓口税務課 税務係 緯３４－１９２８



６

の
世
界
的
大
不
況
が
重
な
り
、
そ

れ
は
行
政
に
お
い
て
不
可
欠
な
政

策
だ
。
今
、
自
民
党
麻
生
総
理
が

行
っ
て
い
る
諸
財
政
改
革
が
い
ま

ひ
と
つ
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
の

は
、
財
源
の
不
足
が
、
少
な
か
ら

ず
影
響
が
あ
る
は
ず
だ
。
確
か
に

消
費
税
の
引
き
上
げ
は
、
家
計
に

お
い
て
余
計
な
支
出
が
増
え
る
と

し
て
国
民
に
は
嫌
わ
れ
る

だ
ろ
う
。言
う
ま
で
も
な
く
、

民
主
党
も
消
費
税
引
き
上

げ
先
延
ば
し
を
ネ
タ
に
政

権
交
代
を
目
指
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
本
当
に

国
民
の
利
益
に
つ
な
が
る

政
策
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
一
つ
の
例
を

上
げ
て
み
よ
う
。
北
欧
の

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
消

費
税
の
高
い
国
、
そ
し
て

ま
た
、
社
会
保
障
の
充
実

し
た
国
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
高
い
消
費
税
に
よ
り
得
た

歳
入
を
学
校
教
育
、
医
療
、
福
祉

な
ど
、
国
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

と
こ
ろ
へ
向
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
日
本
は
五
％
と
い

う
比
較
的
低
い
消
費
税
率
で
は
あ

る
が
、
こ
う
し
た
部
分
に
対
す
る

保
障
が
充
実
し
て
い
る
と
は
言
え

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
、

国
民
に
必
要
な
の
は
低
い
税
率
で

は
な
く
社
会
保
障
の
充
実
な
の
だ
。

こ
の
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
が

ら
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
を
、
も
う
一
度
考
え
直
し
て
み

る
べ
き
で
あ
る
。

消
費
税
を
上
げ
る
と
低
所
得
者

に
と
っ
て
、
負
担
が
重
く

な
る
現
実
も
あ
る
が
、
で

き
る
だ
け
大
勢
で
平
等
に

負
担
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

所
得
税
を
納
め
て
い
な
い

人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
払

え
な
い
人
も
い
る
が
払
え

る
の
に
払
っ
て
な
い
人
も

多
い
の
で
は
な
い
か
。
税

金
の
支
払
い
は
国
民
の
義

務
で
あ
る
以
上
、
で
き
る

だ
け
平
等
に
公
平
に
負
担

す
る
べ
き
で
あ
る
。
僕
は

先
に
も
あ
げ
た
と
お
り
、

社
会
保
障
充
実
の
た
め
に
、
消
費

税
を
早
急
に
引
き
あ
げ
る
べ
き
だ

と
思
う
。
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が

義
務
を
果
た
し
、
政
治
家
や
官
僚

は
そ
の
正
し
い
使
い
み
ち
に
責
任

を
持
つ
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を

す
れ
ば
、
安
心
し
た
社
会
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

（
平
成

年
８
月

原
文
）

２１

●河津町長賞

●河津町教育長賞●伊豆下田税務連絡協議会長賞（河津町） ●静岡県納税貯蓄組合連合会佳作

●伊豆下田納税貯蓄組合連合会佳作

作文の部

●伊豆下田納税貯蓄組合連合会佳作

消費税について

伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
は
、
小
学
６
年
生
・

中
学
生
を
対
象
に
税
の
作
品

を
募
集
し
ま
し
た
。
受
賞
し

た
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

税

の

作

品

習字の部

７

南小６年

土屋 茉由さん

西小６年

山下 里穂さん

●静岡県納税貯蓄組合連合会佳作

西小６年

堤 まいさん

●静岡県納税貯蓄組合連合会佳作

南小６年

土屋 友乃さん

南小６年

高橋 香帆さん

西小６年

渡辺 優作さん

東小６年

島崎 雅治さん

西小６年

稲葉 佑吏さん

●下田市・賀茂郡租税教育推進協議会長賞

ポスターの部

ポスターの部ポスターの部

習字の部

習字の部

習字の部

習字の部

●静岡県納税貯蓄組合連合会銀賞

習字の部

南小６年

長谷川真悠さん

河津中3年

長田 真太さん

習字の部

ポスターの部

タ
レ
ン
ト
で
知
ら
れ
る
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｇ
Ｏ
の
祖
父
竹
下
登
内
閣
か
ら
導

入
が
始
ま
っ
た
消
費
税
が
、
三
％

か
ら
五
％
に
上
が
っ
た
現
在
ま
た

さ
ら
な
る
引
き
上
げ
を
せ
ざ
る
を

え
な
い
状
況
に
き
て
い
る
。
か
ね

て
か
ら
の
財
源
の
不
足
に
、
最
近

作文の部
左端 臼井正方さん（伊豆下田納税貯蓄組合連合会副会長）



盾

８

伊豆 天城路もみじまつり「河津秋まつり」が、１１月

２０日から１２月１０日までの３週間にわたって開催されま

した。初日は、七滝の初景滝で「猪まつり」が開催さ

れ、多くの観光客が滝を見ながら猪鍋に舌鼓を打った

り、伊豆の踊り子と記念撮影をしたりしていました。

１１月２２日には、今年オープンした峰温泉大噴湯公園

で「峰温泉大噴湯まつり」が開催されました。大噴湯

の湧出日にあわせて、日ごろの感謝と安定した湧出を

祈念するもので、式典の後、先着300人に伊勢エビの

入った“大噴湯鍋”が振る舞われ、訪れた人を喜ばせ

ていました。下峰子供会による太鼓の演奏も、まつり

を盛り上げていました。

１１月２３日は、第１３回伊豆・天城路「伊豆の踊り子」

ウォーキングが行われ、天城峠を越えて湯ケ野まで歩

く２コース（２２km・１５km）に250人が参加し、出発

式を西小学校グラウンドで行いました。また「伊豆の

踊子」文学祭が福田家横の文学碑前で行われ、関係者

が出席して見守る中、学生と踊子が献花を行い川端康

成の偉業をたたえました。伊豆見高入谷高原温泉では、

日ごろのご愛顧に感謝して「もみじまつり」が開催さ
あい こ

れ、猪鍋やつきたての餅がサービスされ、たくさんの
もち

来場者でにぎわいました。

ぎわう河津秋まつりに

まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU

１２月６日の「地域防災の日」に、突然大規模な地震

が発生したことを想定し、自主防災会ごとに地域防

災訓練が行われました。当日の訓練では、２，１２８人

（うち中学生１４３人、高校生１４６人）が参加、沢田地

区においては、消火器による消火訓練、地域防災指

導員による防災講座などが行われました。また、各

地区では、災害時要援護者の安否確認などの訓練が

行われました。

つもありがとうい

にはぐくむ『共育』の輪共
役場町長室前 Topics

１１月２０日、勤労感謝の日を前に、わかば保育園の

桜組１６人が役場を訪れ、町の行政運営に日々忙しく

働く町長と副町長に、手作りクッキーを手渡しまし

た。園児からの「いつも大変なお仕事を頑張ってく

れて、ありがとうございます」の言葉に、町長は

「皆さんも健康に気を付けて、元気に育ってくださ

い」とにこやかに応えました。

役場議場

域福祉の発展のために
１１月13日、役場議場で河津町社会福祉大会が開催さ

れました。社会福祉協議会役員ら関係者約80人の参加

があり、開会、あいさつに続いて社会福祉事業におい

て功績がある人に表彰が行われ、惜しみない拍手が送

られていました。また、記念講演では講師に谷口由美

さんを迎え、自身の経験に基づく手話や聴導犬（聴覚

障害者の補助犬）についての話に、みな真剣に聞き

入っていました。

地

沢田公民館広場

９

峰温泉大噴湯公園

初景滝前

伊豆見高入谷高原温泉

西小学校

湯ヶ野伊豆の踊り子文学碑前

谷口由美さん

意
見
を
発
表
す
る
板
垣
亜
美
さ
ん

ごろの想いを言葉にして日
１１月２９日、町青少年の主張大会が、保健福祉センター

で行われ、小学６年生から高校生までの８人が壇上に

立ち、日ごろ考えていることを発表しました。

テ ー マ発 表 者区 分

大切にしたいぼくたちの海東小６年生飯田 敦実

小学生の部 地域とのつながり南小６年生高橋 香帆

私が大切にしていること西小６年生板垣 亜美

人生の先輩が教えてくれたこと中学１年生遠藤美沙紀

中学生の部 自然との結びつき中学２年生飯田 千織

想像力と行動力中学３年生岩崎 隆太

出会い稲取高１年生鈴木 綾香
高校生の部

エコと環境問題への取り組み下田高１年生板垣 雄大



１０

１２月５日 第１０回記念
静岡県市町村対抗駅伝競争大会

駅
伝
競
走
終
了
後
、
小
学
生
に

よ
る
1
5
0
0
ｍ
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
が
行
わ
れ
、
西
小
学
校
6
年

生
の
山
下
里
穂
さ
ん
が
、
雨
の
降

り
出
し
た
悪
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

も
の
と
も
せ
ず
、
町
の
部
4
位（
5

分

秒

）
に
入
賞
し
ま
し
た
。

27

87

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が

行
わ
れ
、

チ
ー
ム
（
市
の
部

４１

２７

チ
ー
ム
・
町
の
部

チ
ー
ム
）
が

１４

参
加
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
県

庁
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
草
薙
陸

上
競
技
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

区
１１

間
（

・
１
９
５
㎞
）
で
、
河
津

４２

町
チ
ー
ム
（
相
馬
克
光
監
督
）
は
、

７
月
か
ら
毎
週
土
曜
日
に
練
習
を

重
ね
て
き
た
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
過
去
最
高
の
８
位
（
２
時
間

分

秒
）
で
ゴ
ー
ル
し
、
町
の

３１

１１

部
で
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

町
の
部

８
位

敢
闘
賞
受
賞

１
５
０
０
ｍ
ト
ラ
イ
ア
ル
４
位

河津町選手団（鈴木利三団長）草薙総合運動場体育館で

ゴールする片山径介選手

４位入賞した山下選手

選手および関係者の皆さまお疲れさまでした。

第９区鈴木麻衣子選手から第10区中村鷹勝選手へ

片山選手は、１０年連続で、エントリーした功績が

認められて、開会式で表彰されました。



公益社団法人 地域医療振興協会

櫻井町長

正木晶子 看護師

梅田容弘医師

木下順二 医師

飯田賢一 事務員

上河津診療所

スタッフ紹介

稲葉医院の閉院により本年６月から無医地区となっ

ていた上地区でしたが、地域の皆さまの要望や故稲

葉和也先生のご遺族のご好意により、稲葉医院の建

物を使い、共立湊病院を運営する公益社団法人地域

医療振興協会が診療所を開設することになりました。

今まで同様に地域の診療所として多くの皆さまにご

利用いただきますようお願いいたします。

診療開始

※ 今後は、地域に根ざした医療を確保していくため、

新たな診療所の開設も検討されています。

１１月２７日、河津桜剪定体験教室が、沢田の河津川

堤防沿いで行われ、かわづ花の会（土屋達雄会長）

の会員と一般町民ら２６人が参加。体験教室は県の

「花緑出張サービス」事業によるもので、講師に進

士圭二さん（下田園芸センター代表）をお迎えして

剪定のコツや管理方法を学びました。また、１２月７日

には、「花の会」会員２５人が、体験教室で学んだコツ

を生かして河津桜の剪定作業を行いました。

犯灯と点字図書など
൐ނഩႁڼ৆会社よりܙ௭

防

定のコツを学んで実践

ೋ॓ᆾع
せん

೰ఘޗࡑ৒
てい

剪
目録を受け取る櫻井町長

１２月４日、東京電力株式会社伊豆支社（青柳光広

支社長）から、防犯灯用具一式（１０基分）と点字図

書・テープ図書・大活字図書（１４ポイント・２２ポイ

ント）一式が、町に寄贈されました。防犯灯は道路

交通の安全性と快適性を向上させるために活用し、

点字図書などは、文化の家図書館に配架して貸し出

します。どうぞ、ご利用ください。テープ図書の貸

し出しについては、図書館にお問い合わせください。進士さんの講義に聞き入る参加者

１１

診 療 所 概 要

河津町湯ヶ野５６所 在 地

３６－８６０６Ｔ Ｅ Ｌ

梅田 容弘（うめだ よしひろ）管 理 者

内科・小児科診療科目

無床診療所、往診対応予定診療機能

火曜日 担当：木下順二先生

金曜日 担当：梅田容弘先生
診療曜日

８時３０分～１１時

１３時～１５時３０分
受付時間

上部消化管内視鏡

超音波診断装置

電子カルテシステム

主な機器

平成２２年１月１２日診療開始日



１２

「
こ
ん
に
ち
は
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
し
た
外
」
と
、
と
び
っ

き
り
の
明
る
い
笑
顔
で
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、
田
中
の
中
村
屋

歯
科
医
院
に
勤
め
る
相
馬
彩
さ

ん
で
す
。

開
業
当
初
か
ら
勤
め
て
今
年

で
４
年
目
に
な
り
、
仕
事
も
て

き
ぱ
き
と
こ
な
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
こ
ろ
は
歯
医
者
さ
ん

が
苦
手
で
、
ま
さ
か
自
分
が
こ

ん
な
仕
事
に
就
く
と
は
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
実

際
働
い
て
み
て
の
感
想
を
伺
う

と
「
幅
広
い
年
齢
層
の
人
と
話

す
機
会
が
あ
り
大
変
勉
強
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
真
剣
な
眼

差
し
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

休
日
に
は
買
い
物
な
ど
外
に

出
か
け
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た

体
を
動
か
す
こ
と
も
好
き
だ
と

い
う
彩
さ
ん
。
最
近
で
は
友
人

と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

と
に
か
く
明
る
い
彩
さ
ん
に

そ
の
元
気
の
秘
訣
を
伺
う
と

「
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に
入
っ
て

十
分
に
睡
眠
を
と
る
こ
と
」
だ

そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
の
明
る
い
笑

顔
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
取
材
】
安
藤
圭
一
さ
ん

（
民
間
広
報
協
力
員
）

と
び
っ
き
り
の

笑

顔

で

歯
医
者
も
楽
し
い
外

相馬 彩さん

そうま あや 天川

２２歳 ＡＢ型 おうし座

中村屋歯科医院 勤務

《２４４》

イ
ギ
リ
ス
日
記
と
題
し
な
が
ら
、

「
あ
ん
ま
り
イ
ギ
リ
ス
自
体
に
つ

い
て
書
い
て
い
な
い
」
と
い
う
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
国
民
性

の
一
般
化
は
個
人
の
体
験
や
価
値

観
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
僕
の

感
想
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
「
へ
ー
、

そ
う
な
ん
だ
」
レ
ベ
ル
で
終
わ
る

話
な
の
で
、
こ
こ
で
書
く
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
書
い
て
き
た
こ
と
は
す

べ
て
留
学
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

で
す
。
留
学
し
な
い
で
日
本
に
い

た
ら
国
際
関
係
を
勉
強
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
今
ま
で
書
い
て
き
た
こ

と
は
す
べ
て
僕
な
り
の
イ
ギ
リ
ス

日
記
で
す
。

まさき ゆうた

レポート 正木 雄太

前
回
ま
で
は
市し

場
は
い
け
な
い

じ
ょ
う

も
の
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
書
い

て
き
ま
し
た
が
、
僕
は
市
場
そ
の

も
の
は
否
定
は
し
ま
せ
ん
。
現
段

階
の
僕
の
知
識
で
判
断
す
る
に
、

否
定
的
な
意
見
も
踏
ま
え
て
資
本

主
義
の
方
が
社
会
主
義
よ
り
供
ま

し
僑
な
社
会
的
な
シ
ス
テ
ム
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
い
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
が
、

僕
が
新
自
由
主
義
が
嫌
い
な
理
由
は
、

資
本
主
義
内
の
社
会
主
義
的
な
要

素
（
例
…
社
会
保
障
、
福
祉
な
ど
）

を
取
り
除
こ
う
と
し
て
、
人
間
の

幸
せ
を
論
理
上
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
よ
っ

て
決
め
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
で
す
。

年
代
、

年
代
と
、
市
場
は

５０

６０

社
会
主
義
に
勝
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
西
側
が
社
会
主
義
国
を
攻
撃
す

る
ツ
ー
ル
で
し
た
。
ソ
ビ
エ
ト
の

崩
壊
で
こ
の
戦
争
は
西
側
が
勝
利

し
ま
し
た
。
今
で
は
、
中
国
、
ロ

シ
ア
も
部
分
的
に
市
場
経
済
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

年
代
に
入

８０

る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
サ
ッ
チ
ャ
ー

政
権
、
ア
メ
リ
カ
で
は
レ
ー
ガ
ン

政
権
が
誕
生
し
、
資
本
主
義
内
の

社
会
主
義
的
な
要
素
を
攻
撃
し
始

め
た
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
勢
い
は
、
と
ど
ま

る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。（

つ
づ
く
）

外から見た日本

皐イギリス最大のリゾート地

として知られる南部の都市

ブライトンのサセックス大

学に留学中。下峰

厳６
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図書館カレンダー １月
土金木水火月日

21

9876543
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23222120191817

30292827262524

31

今月のブックスタート

日 時：１月２８日(木）１３時～

場 所：保健福祉センター

ふれあいホール

対象者：平成２１年９月生まれの赤ちゃん

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

【開館時間】9:00～17:00
【休館日】月曜・祝休日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館
緯３４－１１１５

No.８１

新着図書案内※ほかにも新着図書があります。貸出中の場合は予約できます。

出版社著 者 名書 名（一般書）

文藝春秋天童 荒太静人日記

幻冬舎浅田 次郎ハッピー・リタイアメント

徳間書店藤田 宜永敗者復活

新人物
往来社

菊地 明・
山村 竜也／編

完本坂本龍馬日記

出版社著 者 名書 名（児童書）

主婦と生活社池田 あきこダヤンのたからモノがたり

パロル舎
山田 真奈未
／作・絵

はなげばあちゃん

小峰書店
まど みちお／詩
南塚 直子／絵

ことり

講談社梨屋 アリエシャボン玉同盟

産「さくらの会」による読み聞かせ
(日曜日) １月１０・１７・２４日

１４時３０分～１５時

産乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむし」
(毎週木曜日)１月７・１４・２１・２８日

１０時１０分～１０時３０分毅0・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時毅２・３歳児向け

毅幼児向け

(第２木曜日) １月１４日

１４時３０分～１５時

産小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」
(毎週木曜日)１月７・１４・２１・２８日

１５時５０分～１６時２０分

※変更がある場合は、図書館に掲示します。

今月のおはなし会

語りかけから

始めよう みずみずしい感性・好奇心・柔軟な思考を豊かに持ち合

わせている新成人の皆さん、読書は、後の生き方に大きな

実りをもたらします。図書館では、成人の皆さんにお薦め

の本を取りそろえてお待ちしています。

１１月２８日（土）川横の稲葉修三郎

さん（元民宿「てっぽう」）のご好意

で、囲炉裏を囲んで河津の昔話をし
い ろ り

てもらいました。子どもたちは「河
かわ

津七滝」「三養院の淵の大うなぎ」
づ なな だる ふち

「耳高大
みみ たか だい

明
みょう

神（見高神社）と舌べら餅」
じん もち

「河童のかめ」のお話を興味深く聞
かっ ぱ

き、うなずいたり、驚いて声を上げ

たりしていました。また、見高神社

にまつわる〝舌べら餅〟をご馳走に
ち そう

なりながら、古い道具を見たり、昔

の暮らしぶりなどの話も聞かせても

らいました。稲葉さんにたくさんの

質問をして、あっという間に時間が

過ぎました。

囲炉裏を囲んで

河津の昔話を聞きに行こう図 書
館
日 記

新着ＤＶＤ案内（タイトル）産貸し出し中のものは、予約できます。

崖の上のポニョおくりびと

WALL・Eウォーリー容疑者Xの献身

レッドクリフ １・２伊豆の踊子

ナルニア国物語 第２章白い巨塔

ティム・バートンのコープスブライドその時歴史が動いた
日中・太平洋戦争編１～５ キクちゃんとオオカミ（野坂昭如戦争童話集）

からすのパンやさん・どろぼうがっこうマリと子犬の物語

なかよしおばけかもめ食堂

走れ！SL&ローカル列車ダイブ！！

走れ！ハイパー特急＆ジョイフルトレイン奈緒子

ソングオブEQ －脳と心の音感教育― １～３闇の子供たち

四季の星座野鳥図鑑１～４

河津に生まれ育った子どもたちが、河

津の民話に興味や関心を持ち、次の世代

に引き継がれていくことを願います。

祝
成人

新たな一歩を踏み出したフレッシュなあなたに外

角第３２回日本アカデミー賞
最優秀アニメ作品賞ほか

角第３２回日本アカデミー賞
最優秀作品賞ほか

角第３２回日本アカデミー賞
優秀作品賞ほか

角河津町にゆかりのある作品

斬点字図書・大活字図書・テープ図書の寄贈がありました。どうぞご利用ください。

（テープ図書は、館内ではご利用できません。貸し出し専用ですのでカウンターへお問い合わせください）



【今月の納税】

町県民税４期 国民健康保険税９期

後期高齢者保険料６期

覚２月１日（月）が納期です 問 窓口税務課 緯３４－1928

暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららららららららららららららららららららららししししししししししししししししししししししししししししししししししのののののののののののののののののののののののののののののののののの情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情暮らしの情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

（１２月１日現在）

（－１１)前月比人８,２２９人 口

人３,９３８（男）

人４,２９１（女）

（－４）前月比世帯３,３１８世帯数

※このコーナーに掲載されたくない
場合は、お申し出ください。

人人口と世人口と世帯帯

お誕生おめでとう
地区保護者性別お名前

谷 津和也 ・百合子女堀口 瑠奈
る な

谷 津和也 ・百合子女堀口 璃奈
り な

浜将人 ・恭子女飯田 帆奏
ほ のか

下 峰哲也 ・香織男鈴木 仁
じん

ご結婚おめでとう
〔町内へ〕

前住所（旧姓）お名前地 区
髙田 秀秋浜

上峰（東）美香
後藤 利也沢 田

神奈川県（大場）エミ
後藤 壽夫沢 田

伊東市（小林）美幸
〔町外へ〕

前住所（新姓）お名前地 区
伊東市（高野）相馬 麻美上佐ヶ野

ひと の動 き

（１１月１日～３０日届出）

お悔やみします
地 区世帯主年齢お名前

泉奥原善 行５６臼井 清子

谷 津本 人８２増田まつ子

大 堰本 人８６植杉 博

下 峰本 人８１岸 利雄

小 鍋本 人７７立花 久治

縄 地巖９４石井 あさ

浜本 人７０伊東 康光

小 鍋勲７７三澤ひと江

浜本 人７２御嶽 正次

犬・ねこ引き取り

日 時 １月２１日(木)、２月１８日(木)

１３時～１３時１５分

場 所 役場前駐車場

問 保健福祉課 緯３４－１９３７

健 康 相 談

健康相談および母子健康手帳交付

日 時 １月１８日(月)

１３時３０分～１５時３０分

２月１日(月)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 保健福祉センター

問 保健福祉課 緯３４－１９３７

飼い
主の

いな
い外

育 児 相 談

日 時 ２月２日(火)

９時３０分～１１時３０分

場 所 保健福祉センター １階

ふれあいホール

対象者 子育て中の保護者

内 容 身体測定、離乳食、育児相談

フッ素塗布（希望者）

持ち物 母子健康手帳

問 保健福祉課 緯３４－１９３７

日 時 １月２８日(木)

斬問診・採血 ９時～１２時 要予約

斬結果通知

場 所 賀茂保健所 １階 相談室

問 予約 賀茂保健所 地域医療課

緯２４－２０５２

生 活 相 談

日 時 １月２０日(水)１０時～１５時

場 所 保健福祉センター ２階

相談室

問 社会福祉協議会 緯３4－１２８６

人権・行政・生活相談

日 時 ２月３日(水)１０時～１５時

場 所 保健福祉センター １階

ふれあいホール

問 窓口税務課 緯３４－１９３２

健健康福祉生健康福祉生活活

戸戸籍だよ戸籍だよりり

おお 知 らお 知 ら せせ

第６０回静岡県勤労者総合
美術展出品作品募集

募集作品 絵画（油絵・水彩画・版

画・日本画・水墨画など）書、写真、

手工芸など

応募期間 ２月２２日（月）～

３月１２日（金）まで

問 静岡県労働者福祉協議会

緯０５４－２２１－６２４１

メール rofukukyo@mx1.s-cnet.ne.jp

＊ 応募作品はすべて展示します。

＊ ホームページに昨年の表彰作品を

掲載しています。

http://www.s-cnet.ne.jp/~scn00855/

１５ １４

出張年金相談

斬日本年金機構による年金相談

場 所日 時

東伊豆町役場
１月２１日(木)

１０時～１４時３０分

下田市民文化会館
２月９日(火)

９時３０分～１４時

河津町商工会
２月２５日(木)

１０時～１４時３０分

問 窓口税務課 緯３４－１９３２

面談による労働相談

日 時 １月１８日(月)

場 所 下田総合庁舎

申し込み 相談日前日午後４時までに

予約 緯 ０１２０－９－３９６１０

（携帯電話からの予約）０５５－９５１－９１４４

問 静岡県東部県民生活センター労政

スタッフ 緯０５５－９５１－８２１５

肝臓機能障害による身体障害者手帳の交付開始

県立静岡中央高等学校

通信制課程の生徒募集

平成２２年度の新入生を募集します。

募集期間 ３月１８日（木）～

３月３１日（水）まで

募集人数 １，０００人

応募資格 中学校卒業またはこれに準

じる人、高等学校中退者や

本校への転学希望者

選抜方法 書類審査

願書請求 募集要項・入学願書は、

１２月１日から請求を受け付

けています。

（１）直接出向いて請求する場合

以下のキャンパスで請求してください。

①中央キャンパス「願書配付係」

②東部キャンパス「願書配布係」

③西部キャンパス「願書配付係」

（２）郵送で請求する場合

必ず、返信用封筒を同封してください。

①角１封筒（返信用）に住所・氏名

を明記する。

②２４０円切手を返信用封筒に貼る。
は

エイズ検査…１４時～１６時３０分ؽؽؽ

肝炎検査……２週間後ؽؽؽ

精神障害者家族会講演会

事前予約が必要です！

心の病を持つ人への家族の接し方な

どを、学び・実践することでより状態

を安定させ、地域で安心して生活でき

るようになることを目的に、講演会を

開催します。

日 時 １月１９日(火)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 下田市民文化会館

２階 大会議室

テーマ

講 師 高森信子先生

主 催 精神障害者家族会あしたば会

申し込み あしたば会へ事前予約

会長 矢岸 正明 緯５５－０１０７

役員 山本くみ子 緯２７－２３３７

問 賀茂健康福祉センター福祉事業課

緯２４－２０５６

『家族が知りたい心の病への対応』

ＳＴＴ（生活技能訓練）リーダー

対象者 ①認定基準に該当する肝臓機能障害のある人

②肝臓移植を受け、抗免疫療法を実施している人

手続き 申請書・診断書・写真（タテ４ｃｍ×ヨコ３ｃｍ）を保健福祉課に提出

してください。※ 診断書は身体障害者手帳指定医が作成したものに限ります。

問 保健福祉課 緯３４－１９３７

静岡県障害福祉室 緯０５４－２２１－２３６６、２３６７

【認定基準】
。主として肝臓機能障害の重症度分類であるＣｈｉｌｄ－Ｐｕｇｈ分類によって判定しますؽؽؽ
。３カ月以上グレードＣに該当する人が対象ですؽؽؽ
ただし、診断前の６カ月間にアルコールを摂取している人は対象になりません。

Ｃｈｉｌｄ－Ｐｕｇｈ分類
肝性脳症・腹水・血清アルブミン値・プロトロンビン時間・血清総ビリルビン値など
で、肝臓機能障害の重症度を評価します。

平成２２年
４月から

住民基本台帳閲覧者の公表について

問 窓口税務課 緯３４－１９３２

放送大学
４月入学生募集中！

放送大学はテレビなどの放送により

授業を行う通信制の大学で、さまざま

な目的で幅広い世代が学んでいます。

ただいま平成２２年４月入学生を募集し

ています。

出願期間 ２月２８日(日)まで

資料請求専用ダイヤル

緯０１２０－８６４－６００

思０４３－２９７－２７８１

ホームページ http://www.u-air.ac.jp

問 放送大学静岡学習センター

緯０５５－９８９－１２５３ 思０５５－９８９－１２５５

エイズ検査と肝炎検査

平成２０年１１月１日から平成２１年１０月３１日まで
期
間

株式会社ビデオリサーチ

（日本たばこ産業株式会社 委託）
防衛省 伊東地域事務所

機
関
名

平成２０年１２月１７日平成２０年１１月１３日
閲
覧
日

日本たばこ産業株式会社が実施する

2009年「全国たばこ喫煙者率調査」の

対象者抽出のため

募集広報対象者に対し、防衛省広報行事

および採用試験の案内を送付するため

請
求
事
由

大正８年５月１日～平成元年４月３０日

生まれの男女

平成３年４月２日から平成４年４月１日までに

出生した男女

閲
覧
範
囲

住民基本台帳法第１１条第３項の規定に基づき、河津町住民基本台帳閲覧者を公

表します。

事前予約

巡回交通事故相談

静岡県交通事故相談所の専門相談員

が、巡回交通事故相談を実施します。

相談は無料です。

交通事故で

お困りの皆さん

お気軽に

ご相談ください。

日 時 １月２８日(木)

１０時～１５時

場 所 下田市役所 会議室

費 用 無料

相談員 静岡県交通事故相談員

山村 貞雄さん

問 県交通事故相談所 馬島 昭雄
ま じま

緯０５４－２０２－６０００ 思０５４－２０２－６０１８

所 在 地キャンパス名称

〒４２０－８５０２

静岡市葵区城北２－２９－１

緯 ０５４－２０９－２４３１

中央キャンパス

「願書配付係」

〒４１１－８５０２

三島市文教町１－３－９３

緯 ０５５－９２８－５７５７

東部キャンパス

（三島長陵高校内）
「願書配付係」

〒４３１－０３９８

浜名郡新居町内山２０３６

緯 ０５３－５９５－１３００

西部キャンパス

（新居高校内）
「願書配付係」

問 キャンパスの所在地（あて先）



姉妹都市長野県白馬村通信
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「合同スキー場開き」と
「五輪必勝祈願」

第

回
記
念
市
町
村
対
抗
駅
伝

１０

競
走
大
会
で
、
河
津
町
選
手
団
が

8
位
と
健
闘
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
仕
事
や
学
校
も
あ
る

中
、
毎
週
練
習
を
重
ね
、
素
晴
ら

し
い
成
績
を
残
し
た
選
手
と
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

駅
伝
の
魅
力
は
、
個
人
競
技
で

あ
る
陸
上
を
、
チ
ー
ム
で
競
い
合

う
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

駅
伝
で
は
、
普
段
以
上
の
走
り
が

で
き
る
そ
う
で
す
。
町
の
代
表
と

し
て
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
全
力
を

尽
く
す
姿
は
、
見
る
者
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

（
ｓ
）

「白馬ミュージッ
クウィーク」などの

イベントや各スキー場のプランの発表、村長・観光局長・
索道事業者協議会長などによる記者会見が白馬村観光局で
行われ、その後、安全祈願祭・雪乞い・バンクーバーオリ

ご

ンピック出場選手必勝祈願が行われました。今季もたくさ
んのイベントを用意して皆さんのお越しをお待ちしており
ます。また、オリンピックでは上村愛子選手・西伸幸選手、
パラリンピックでは谷口彰選手・夏目堅司選手の出場が内
定しています。ぜひ応援をよろしくお願いします。

こんにちは

保健師です

テーマ

放置しないで

高 血 圧

１１月２３日（月）
に’０９－’１０ウイン
ターシーズンの
オープニングセレ
モニー、白馬村６
スキー場合同ス
キー場開きが開催
されました。「白馬
しろうまフェス」・

選挙制度１２０周年記念
総務大臣感謝状受賞

͌͌͌͂͌͌͌͂͂͂

日
本
の
高
血
圧
患
者
は
お
よ
そ

４
千
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
も
、
今
年
度
の
特
定
健
診
受

診
者
（
国
保
加
入
者

歳
以
上
）

４０

の
う
ち
、
６
割
が
血
圧
の
高
い
状

態
に
あ
り
ま
し
た
。
高
血
圧
は
、

症
状
が
出
に
く
い
の
で
「
ま
ぁ
い

い
か
」
と
放
置
し
た
り
、
年
を
取
っ

た
か
ら
仕
方
が
な
い
と
あ
き
ら
め

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、

血
管
壁
に
絶
え
ず
強
い
力
が
か
か

り
、
血
管
は
弾
力
性
を
失
っ
て
動

脈
硬
化
が
進
み
ま
す
。
動
脈
硬
化

は
誰
に
で
も
起
き
ま
す
が
、
高
血

圧
を
放
置
し
た
場
合
は
加
速
度
的

に
進
み
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
管

が
傷
み
や
す
く
な
り
脳
出
血
・
脳

梗
塞
・
心
筋
梗
塞
・
腎
臓
病
な
ど

を
起
こ
し
、
命
に
も
関
わ
り
ま
す
。

何
度
か
血
圧
を
測
定
し
て
み
て
、

高
い
値
が
続
く
人
は
、
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

軽
い
高
血
圧
な
ら
薬
に
頼
ら
ず

改
善
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
い
つ
も
の
暮
ら
し
を
見

直
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

来
月
は
運
動
に
焦
点
を
当
て
た

い
と
思
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課

保
健
師

小
島
美
智
子

鮫
何
が
い
け
な
い
の
？
鮫

鮫
三
つ
の
基
本
鮫

①
食
生
活
を
見
直
す

纂
減
塩

纂
野
菜
を
多
め
に

纂
バ
ラ
ン
ス
よ
く

②
軽
い
運
動
を
す
る

纂
一
回

分
を

３０

週
に
三
回
程
度

③
心
と
体
の
休
養
を
と
る

鮫
健
診
受
診
者
の
う
ち
６
割
鮫

土屋敬逸さん
つちや けいいつ

見高入谷 畠中

平成４年から１７年にわ

たり、河津町選挙管理委

員会や、河津町明るい選

挙推進協議会の委員を兼

務し、平成１３年からは、

選挙管理委員会の委員長

を務めています。

月
３
日
、
選
挙
制
度
１

１１
２
０
周
年
を
記
念
し
て
、
長

年
、
選
挙
の
管
理
執
行
に
精

励
さ
れ
、
民
主
政
治
の
確
立

の
た
め
に
尽
力
し
、
顕
著
な

功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
人
々
に

対
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
・
総
務
大
臣
表
彰
・
総
務

大
臣
感
謝
状
な
ど
が
贈
呈
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
河
津
町

で
は
、
土
屋
敬
逸
さ
ん
が
総

務
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
１２

月

日
、
役
場
庁
舎
内
で
表

１４
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
櫻
井

町
長
か
ら
、
土
屋
さ
ん
に
賞

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

土
屋
さ
ん
は
「
選
挙
が
厳

正
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

関
係
者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、

緊
張
の
中
に
職
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
町
で

は
、
多
く
の
人
々
の
努
力
の

結
果
、
順
調
に
公
正
な
選
挙

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が
あ
り
、

今
回
、
皆
さ
ん
の
代
表
と
し

て
幸
運
に
も
総
務
大
臣
感
謝

状
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、

皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
合
併
が
破
綻

し
、
町
長
選
挙
や
町
議
会
議

員
選
挙
な
ど
町
政
に
お
い
て
、

非
常
に
大
事
な
選
挙
を
控
え

て
お
り
、
心
を
新
た
に
し
て

務
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。

感謝状を受け取る土屋さん（町長室）
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